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SON(3)等はスブルースを用いて, 1)ダニン含有率とバルブの機械的性質との関係を追及し,強度J#-
に引裂強度は リグニン含有率 12･7% の時最大であったと報告して居る｡
叉同報告中にHALLの研究では引裂強度の最木値はサグテン含有率 5% 内外にある事,義びに-
JoHANSSONの研究ではローエ価9までの時は引裂度は殆んど変 らない事を報告している｡
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第 2図に於て残存 炭水化 物
(収率よりリグニンを差し引い,
たもの)並びに粗繊維素は リグ


















































































40 92 4g 416 好 50 3-2 5g ∫∠ J:8 6O
- YieldofPulp
∠2.5≠ JJ be
二大強度は,従来の同種の研究結果を含めて大体最低 リグニン含有率 5% 附近より最大 12.% 内外
の所に存在する如 くであるが,潤英樹の場合と相当な開きの存在する事は,強度を目的とするパル
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追求 し, 1)ダニ-/含有率 1090/附近に
強度の最大値のある事を認めた｡ この
結果は潤菓樹の場合の リグニン含有率
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